
これからも地域の姿を掲載していく
広報紙を目指します！

皆さまに愛されて
広報薩摩川内は、４００号

申込・問合先／広告代理店：㈱ホープ　　092（716）1404 広告
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・一般会計
・天辰第一地区土地区画整理事業特別会計
・天辰第二地区土地区画整理事業特別会計
・入来温泉場地区土地区画整理事業特別会計

・鹿児島県市町村総合事務組合

・鹿児島県後期高齢者医療広域連合

・薩摩川内市土地開発公社

・（公財）薩摩川内市民まちづくり公社
※出資比率が50％以上の団体・法人

・水道事業などの公営企業会計
・一般会計等に含まれるものを除く特別会計
　（国民健康保険事業特別会計など ）
※�公営企業会計の一部の会計は令和２年度決算から
連結予定

一 般 会 計 等
一部事務組合

連結財務の内訳

主な財務書類には以下の４つの表があります。

広 域 連 合

地 方 三 公 社

第三セクター

薩摩川内市全体

公 営 事 業 会 計
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①貸借対照表

③資金収支計算書（≒キャッシュフロー計算書）

　年度末において、市がどれほ
どの資産を保有しているか、ま
た、その資産をどのような財源
（負債・純資産）で賄ってきたか
を表したものです。資産と負債・
純資産の左右の釣り合い（バラ
ンス）がとれている表であるた
め「バランスシート」とも呼ばれ
ています。

　一会計期間における資金の流
れを示していて、収支の性質に
応じて、人件費や物件費など経
常的な行政活動のための収支、
学校や道路など、有形固定資産
形成のための収支、地方債の償
還などに係る収支の３つに区分
し、どのような活動に資金が必
要とされ、どのように賄われた
かを表したものです。

②行政コスト計算書（≒損益計算書）

④純資産変動計算書

　一会計期間における行政活動
のうち、資産形成につながらな
い人件費や社会保障などの行政
サービスに係る経費（経常費用）
と、その行政サービスの直接の
対価として得られた施設使用料
などの財源（経常収益）を対比さ
せたものです。民間での損益計
算書に当たります。

　貸借対照表の純資産の部に計
上されているものが、一会計期
間においてどのように変動した
のかを示すものです。純資産と
は、資産形成の財源として過去
世代の負担や国・県の負担で将
来返済する必要のないものをい
います。
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借　方 貸　方
資産の部 負債の部

固定資産 2,259.0 億円 固定負債 522.1 億円
有形固定資産 2,148.7 億円 地方債等 391.8 億円
事業用資産 1,206.6 億円 長期未払金 12.0 億円
インフラ資産 908.4 億円 退職手当引当金など 118.3 億円
物品 33.7 億円 流動負債 66.8 億円

無形固定資産 1.2 億円 １年以内償還予定地方債等 55.2 億円
投資その他の資産 109.1 億円 賞与等引当金 6.7 億円
基金 94.2 億円 未払費用など 4.9 億円
出資金など 14.9 億円 負債合計 588.9 億円

流動資産 166.1 億円 純資産の部
現金預金 68.1 億円 固定資産等形成分 2,343.6 億円
基金（財政調整基金など） 84.5 億円 余剰分（不足分） △ 507.4 億円
未収金など 13.5 億円 純資産合計 1,836.2 億円

資産合計 2,425.1 億円 負債・純資産合計 2,425.1 億円
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期首資金残高 59.8 億円
業務活動収支（収入－支出）① 30.6 億円
支出（物件費、社会保障給付など） 787.8 億円
収入（市税、国県等補助金など） 818.4 億円

　　　　投資活動収支（収入－支出）② △ 5.1 億円
支出（公共施設等整備費支出など） 56.9 億円
収入（基金取崩など） 51.8 億円

　　　　財務活動収支（収入－支出）③ △ 17.1 億円
支出（地方債等償還など） 56.7 億円
収入（地方債等発行収入など） 39.6 億円

　　　　本年度資金収支額（①+② +③） 8.4 億円
　　　　本年度歳計外現金増減額など △ 0.1 億円

期末資金残高 68.1 億円

期首純資産残高（平成 30年度末残高） 1,871.2 億円
　　　　純行政コスト（△） △ 841.0 億円
　　　　財源（税収等、国県等補助金） 791.5 億円
　　　　本年度差額 △ 49.5 億円
　　　　無償所管換等 14.5 億円
　　　　本年度純資産増減額など △ 35.0 億円
期末純資産残高 (令和元年度末残高 ) 1,836.2 億円

当
期
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高

当

　期

　収

　支

①連結貸借対照表

③連結資金収支計算書
（≒キャッシュフロー計算書）

④連結純資産変動計算書

経常行政コスト
業務費用 329.5 億円
人件費（職員給与費など） 105.0 億円
物件費等（物件費、減価償却費など） 210.0 億円
その他の業務費用（支払利息など） 14.5 億円

移転費用 548.6 億円
補助金等 259.2 億円
社会保障給付 283.2 億円
その他（補償金など） 6.2 億円

経常費用（Ａ） 878.1 億円
経常収益

　　使用料・手数料 24.0 億円
　　その他（財産貸付収入など） 19.9 億円
経常収益（Ｂ） 43.9 億円
純経常行政コスト（Ａ）－（Ｂ） 834.2 億円
　　臨時損失（災害復旧事業費など） 6.8 億円
純行政コスト 841.0 億円

②連結行政コスト計算書（≒損益計算書）

薩摩川内市の
連結財務
書類

令和元年度決算

※令和２年３月31日現在人口：93,967人で算定　※計などについては、端数処理の関係で一致しない場合があります。

資産
258.1 万円

負債
62.7 万円
純資産
195.4 万円

経常費用
93.4 万円

経常収益4.7 万円

純経常行政コスト
88.8 万円

連結貸借対照表 連結行政コスト計算書

財政状況の公表

市民1人当たり
では？
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【実質公債費比率】
　毎年度経常的に収入される財源のうち、公債費（地方債の元
利償還などに要する経費）や、公債費に準ずるもの（公営企業に
対する繰出金など）を含めた実質的な公債費相当額に充てられ
たものの占める割合を示すものです。
この比率が一定の数値を超えると、地方債の発行が制限されます。

◎分析と対応
　交付税措置率が高い有利な市債の活用に努めるとともに、借入
額の抑制により、前年度から公債費は3.8億円減少しているもの
の、市債残高が多いことから、類似団体内平均値を2.0ポイント
上回っています。
　今後においても借入額抑制の方針を堅持しつつ、「財政運営プ
ログラム」に基づき、事業の選択と集中を強化しながら、公債費
の抑制を図るとともに、地方債の活用にあたっては、交付税措置
率が高い有利なものとなるよう努めます。
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③ 公債費負担の状況

　市町村財政比較分析表は、類似団体（※）との比較分析が容易にできるように、７つの財政指標について、類似団体内
平均値を100としたときの本市の指数を表しています。
　なお、県内・全国の市町村の状況は、県や総務省のホームページにも掲載されますので、ご参照ください。
※�国は全国の市町村を、人口規模や産業構造などで35のグループに分けています。類似団体とは、その中で同じグルー
プに属する自治体のことをいいます。

【財政力指数】
　地方自治体の財政力を示す指数で、標準的な行政活動を行う
ために必要な経費に対する、標準的に収入しうると考えられる
税収の割合を示すものです。
この指数が高いほど、財源に余裕があるといえます。

◎分析と対応
　市税の増加により基準財政収入額は前年度と比べ増加したも
のの、公債費算入などの基準財政需要額が大きいことから、類
似団体内の平均値を下回っています。　
　今後においても、市内経済の活性化を図り税収増に努めます。

【将来負担比率】
　市債など、将来支払っていく可能性のある負担などの現時点
での残高の程度を、毎年度経常的に収入される財源に対する比
率で指標化したものです。
この比率が高いほど、将来的に財政を圧迫する可能性が高い
といえます。

◎分析と対応
　前年度と比較し、地方債現在高の減少（△19.6億円）、債務負
担行為に基づく支出予定額の減（△1.8億円）などにより将来負担
額は減少（△24.9億円）していますが、地方債償還額に充当可能
な基金の減少などによる充当可能財源の減少（△40.8億円）によ
り、将来負担額が充当可能財源を上回ったため、将来負担率は
2.0％となりました。
　今後においても、後世への負担を少しでも軽減するよう、事
業の選択と集中を強化しながら、引き続き健全で安定的な財政
運営を推進します。
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類似団体内順位：29/93　全国平均：27.4　鹿児島県平均：8.5

① 財政力

② 将来負担の状況

人口（R2.1.1現在） 94,513人
面積（R2.1.1現在） 682.92k㎡
歳入総額 56,742,410千円
歳出総額 53,128,217千円
実質収支 2,971,805千円
標準財政規模 28,305,892千円
地方債現在高 38,856,016千円

実質赤字比率 －％
連結実質赤字比率 －％
実質公債費比率 8.6％
将来負担比率 2.0％

市町村類型
（年度ごと）

H27：Ⅱ－2、H28：Ⅱ－2、
H29：Ⅱ－2、H30：Ⅱ－2、
R01：Ⅱ－2

市町村財政比較分析表令和元年度普通会計決算
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【ラスパイレス指数】
　国家公務員の職員構成を基準として、職種ごとに学歴や経験
年数別に平均給与月額を比較し、国家公務員の給与を100とし
た場合の地方公務員の給与水準を指数で示したものです。

◎分析と対応
　職員構成の変動のため、前年度より0.1ポイント増加してい
ます。
　今後においても給与制度などの適正な管理・運用を図ってい
きます。

◎分析と対応
　「定員適正化方針」に基づき適正管理に努めてきたことによ
り、年次的に改善基調にあり、職員数は徐々に減少しています。
ただし、本市が島しょ部を含むことおよび面積が広大である
ことなどの地理的要因と人口が減少傾向にあることから、人口
1,000人当たりの職員数は依然として類似団体内平均値を2.08人
上回っています。
　今後においても、本庁・支所の在り方、組織のスリム化を含
めた組織体制の見直しなどにより、引き続き職員数の適正管理
に取り組んでいきます。

◎分析と対応　
　「定員適正化方針」に基づく人件費削減などに取り組んできた
ものの、島しょ部を含む地理的条件から、人件費や施設の維持
管理費などに多くの経費を要し、類似団体内平均値を39,985円
上回っています。
　今後においても、「定員適正化方針」、「公有財産利活用方針」
および「財政運営プログラム」などに基づきさらなるコスト削減
を図っていきます。

※�「人件費・物件費等」とは、人件費、物件費および維持補修費
の合計です。ただし人件費には事業費支弁人件費（注）を含み、
退職金は含みません。

　（注）建設事業などに従事した職員の給与のこと

【経常収支比率】
　地方税など毎年度経常的に収入される財源のうち、人件費、
扶助費のように毎年度経常的に支出される経費に充てられたも
のの占める割合を示すものです。
この数値が低いほど、臨時的な経費に充てられる財源に余裕
があり、弾力的な財政運営が行えるといえます。

◎分析と対応
　公債費の減による経常的経費の減や、保育料無償化に伴う扶
助費の経常一般財源充当額の減があったものの、合併算定替の
段階的縮減による普通交付税の減、臨時財政対策債の減などが
あり、経常一般財源が減少したことから、前年度比で0.6ポイン
ト悪化しており類似団体平均を2.9ポイント上回っています。
　今後においても、「財政運営プログラム」に基づき、人件費・
物件費・維持補修費などの縮減に加え、「公有財産利活用方針」
に基づいた施設の統廃合、管理経費の縮減など、経常経費の削
減に努めます。

（円）
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人口1,000人当たり職員数 ［9.49人］

人口1人当たり人件費・物件費等決算額 ［168,439円］

ラスパイレス指数 ［97.5］

経常収支比率 ［94.9％］

類似団体内順位：83/93　全国平均：8.03　鹿児島県平均：8.85

類似団体内順位：86/93　全国平均：135,880　鹿児島県平均：149,066

類似団体内順位：30/93　全国市平均：98.9　全国町村平均：96.4

類似団体内順位：66/93　全国平均：93.6　鹿児島県平均：92.9
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④ 定員管理の状況

⑥ 人件費・物件費等の状況

⑤ 給与水準（国との比較）

⑦ 財政構造の弾力性

財政状況の公表

5 Satsumasendai city Public Relations, 2021.06.10



「
ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」と
は
？

　
市
職
員
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
分

野（
業
務
）に
お
け
る
行
政
情
報
な
ど

を
提
供
し
ま
す
。

　
ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
意
見
交
換

な
ど
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
・
団
体

な
ど
の
活
性
化
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
は
？

　
市
内
に
居
住
、
勤
務
ま
た
は
在
学

し
て
い
る
方
で
、
お
お
む
ね
10
人
以

上
で
構
成
し
て
い
る
団
体
・
グ
ル
ー

プ
な
ど
が
対
象
で
す
。

※
出
前
講
座
は
、
生
涯
学
習
の
支
援

　
の
一
環
と
し
て
開
催
し
て
る
た
め
、

　
陳
情
や
特
定
の
企
業
の
利
益
に
つ

　
な
が
る
も
の
は
実
施
で
き
ま
せ
ん
。

日
時
や
会
場
の
手
配
な
ど
は
？

　
平
日
・
休
日
を
問
わ
ず
、
９
時
か

ら
21
時
ま
で
の
間
で
、
２
時
間
以
内

と
し
ま
す
。

　
開
催
す
る
会
場
の
確
保（
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
対
策
を
含
む
）、
参
加

者
へ
の
周
知
な
ど
は
、
利
用
さ
れ
る

側
で
全
て
手
配
し
て
く
だ
さ
い
。

※
開
催
場
所
は
市
内
に
限
り
ま
す
。

利
用
方
法
は
？

　
団
体
な
ど
の
代
表
者
は
、
原
則
と

し
て
、
開
催
予
定
日
の
10
日
前
ま
で

に
希
望
す
る
講
座
を
選
び
、「
講
座

実
施
申
請
書
」を
申
込
先
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
講
座
実
施
申
請
書
は
、
市
民
活
動

　
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ

　
い
）に
備
え
付
け
ま
た
は
市
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
上
に
掲
載
の
申
請
書
を

　
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
講
師
と
な
る
市
職
員
の
業
務
の
都

　
合
な
ど
で
、
開
催
日
程
な
ど
が
希

　
望
に
沿
え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

講
師
料
は
？

　
無
料
で
す
。

　
な
お
、
別
途
必
要
な
材
料
な
ど
は
、

利
用
さ
れ
る
側
で
事
前
に
用
意
い
た

だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

講座
番号 講　座　名 講　座　概　要 申　込　先

1 薩摩川内市の財政状況講座 本市の財政状況について、令和３年度当初予算を中心に説明します。 財政課財政Ｇ
（内線 4731）

2 公共施設個別施設計画について
薩摩川内市公共施設再配置計画で定めた公共施設の用途別の方針
に基づき、個別施設の方針、更新時期および費用の見込みなどを
整理した「薩摩川内市公共施設個別施設計画」について説明します。

財産活用推進課財産活用Ｇ
（内線 4761・4770）

3 住民税のしくみ 所得税、市県民税の概要や制度について説明します。 税務課市民税Ｇ
（内線 2231）

4 固定資産税のしくみ 固定資産税（土地・家屋・償却資産）の概要や制度について説明し
ます。

税務課
土地Ｇ（内線 2241）
家屋Ｇ（内線 2251）

5 自主防災組織結成講座
自治会または地区コミュニティ協議会単位での自主防災組織の結
成について、組織の必要性や防災活動の進め方、災害時の応急活
動の進め方などについて説明します。

防災安全課防災Ｇ
（内線 4911）6 原子力防災について 自治会または地区コミュニティ協議会などに、原子力防災につい

て説明します。

7 一般防災に関する出前講座 大雨・台風・地震への備えや、日頃からの非常持出品の準備など
について説明します。

8 第２次薩摩川内市総合計画
（総合戦略）について

市政の総合的な経営指針である第２次総合計画（総合戦略）を基に、
これからのまちづくりについて、市民の皆さんが理解していただ
くように説明します。 企画政策課政策Ｇ

（内線 4831・4832・4842）
 

9 SDGs（持続可能な開発目標）の
推進について

SDGsは、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のあ
る社会の実現を目指すための国際目標です。この SDGsについて、
市民の皆さんが理解していただくように説明します。

10 空き家バンクについて
～空き家利活用～

人が住まなくなった家は、劣化が進みやすくなる上、地域の環境に
悪影響を及ぼすことがあります。また、空き家であっても、固定資
産税や維持費は発生します。本講座では、空き家を有効に利活用で
きる制度「空き家バンク」についてご紹介します。

企画政策課企画総務Ｇ
（内線 4851・4852）

11 行政改革について 本市の行政改革に関するこれまでの実績や現在の取り組み方針、
取り組み状況などについて説明します。

行政改革推進課行政改革Ｇ
（内線 4110）

12
地域コミュニティ、自治会、
NPO 等共生 ･ 協働の仕組み等
講座

地域コミュニティ、自治会、NPOなどの共生 ･ 協働の仕組みにつ
いて説明します。

地域政策課
コミュニティ・生涯学習Ｇ

（内線 4614）
市民活動センター
（25）621013 生涯学習出前講座 薩摩川内市生涯学習推進計画に基づき、生涯学習の概要、推進に

ついて講話を実施します。

14 男女共同参画講座
地域や学校、事業所などで男女共同参画を進めるための講座です。
身近なところで男女共同参画を広め、理解を深めて頂くため、基
礎的な知識や市の取り組みなどを紹介します。

ひとみらい政策課
ひとみらい政策Ｇ

（内線 4741）
男女共同参画センター
（25）6056

　「ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座
」を

   
活
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

問
合
先
／
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

（
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）　
（
25
）6
2
1
0

生涯学習のマスコット
「マナビィ」

生涯
学習

62021.06.10 広報

講座
番号 講　座　名 講　座　概　要 申　込　先

15 広報紙ができるまで 広報紙づくりを通して、伝わりやすいデザインや文章編集につい
て紹介します。

広報室広聴広報Ｇ
（内線 632）

16 国民健康保険制度について 制度概要、医療費の適正化などについて説明します。 保険年金課国保Ｇ
（内線 2841・2842）17 特定健診・特定保健指導について 特定健診・特定保健指導などについて説明します。

18 後期高齢者医療制度について 制度概要、医療費の適正化、長寿健診などについて説明します。 保険年金課高齢者医療Ｇ
（内線 2831）

19 国民年金制度について 制度概要などについて説明します。 保険年金課国民年金Ｇ
（内線 2821・2822）

20 高齢者虐待を防止しましょう 高齢者虐待の防止や早期発見により、高齢者の尊厳を保ち、自分
らしく生活できるように支援する制度について説明します。

障害・社会福祉課相談支援Ｇ
（内線 2367）

21 成年後見制度とは
認知症など精神上の障害によって判断能力が低下した方々が、自
分らしく安心して生活できるように支援する制度について説明し
ます。

22 介護保険制度について 制度概要、介護保険サービスなどについて説明します。 高齢・介護福祉課介護指導Ｇ
（内線 2621）

23 認知症サポーター養成講座

認知症に対する正しい知識と理解を持ち、地域で認知症の人や家
族に対して「支援者」となる、「認知症サポーター」を養成します。
講座では、認知症に対する基礎知識や認知症の人との接し方など
について説明します。

高齢・介護福祉課包括支援Ｇ
（内線 2677）

24 鳥獣被害対策講座 鳥獣の生態や特性を知り、自分でできる対策から地域ぐるみで取
り組む鳥獣被害対策まで、講話と映像を交えて説明します。

農政課農業振興Ｇ
（内線 4222）

25 そうだったのか！
「農林漁業の六次産業化」講座

「農林漁業の六次産業化」は、農林漁業者が自らの生産物に新たな
付加価値を生み出し、販売まで行う取り組み（第１次産業×第２次
産業×第３次産業）です。市の取り組み策などについて、実際に開
発された商品などを交えながら紹介します。

六次産業対策課
六次産業対策Ｇ
（内線 4452）

26 地域公共交通講座 バス・電車・船などの乗り方、便利で得する利用方法など、本市
の地域公共交通についてご紹介します。

経済政策課企画総務Ｇ
（内線 5745）

27 次世代エネルギー講座 本市の次世代エネルギーを活用したまちづくりについて説明しま
す。

産業戦略課産業Ｇ
（内線 5762）

28 燃ゆる感動かごしま国体について

「燃ゆる感動かごしま国体」について、本市で開催される正式競技
「ホッケー」「バスケットボール」「ウエイトリフティング」「軟式野
球」「空手道」、デモンストレーションスポーツの「バウンドテニス」
の紹介や、本市の取り組みについて説明します。 国体推進課国体企画Ｇ

（内線 5422）

29 国体ダンス
～みんなで楽しくダンシング～

「燃ゆる感動かごしま国体」について、PR事業の一つである国体ダ
ンス「ゆめ～KIBAIYANSE ～」を楽しくマスターする講座を開設
しています。講師が一つ一つ丁寧に指導いたしますのでぜひ、覚
えて国体を盛り上げていきましょう。

30 木造住宅の耐震診断・改修講座
昭和 56 年５月以前に建築された木造住宅の耐震化を推進するた
め、耐震診断と耐震改修工事の必要性や補助制度の概要について
説明します。

建築住宅課建築指導Ｇ
（内線 3643）

31 住宅防火安全対策について ご家庭での火災を防ぐポイントや、過去に発生した火災事例や原
因などを紹介し、住宅防火安全対策について説明します。

消防局予防課
予防調査係
危険物係
（22）0135

32 公民館事業講座 公民館施設の紹介や公民館事業として取り組んでいる市民大学・
自主学級などの学習内容・利用方法などについて説明します。 社会教育課社会教育Ｇ

（22）7251
33 家庭教育事業講座 教育の原点である家庭教育の質的向上を図りながら、家庭教育学

級を円滑に進めるために、学習の進め方などについて説明します。

34 青少年の健全育成講座 本市の青少年を取り巻く環境や青少年の健全育成を図っていく上
での方策、心構えについて説明します。

社会教育課青少年教育Ｇ
（22）7251

35 郷土の文化財を知る講座

文化財は長い歴史の中で生まれ、育まれ、今日の世代に守り伝え
られてきた市民共有の貴重な「地域の宝」です。各地域において守
り伝えられてきた文化財などについて、一緒に学習しながら紹介
します。

文化課文化財Ｇ
（内線 5232）

36 「うるおいのまち薩摩川内」
下水道講座

「水の循環」に関心を持っていただき、生活排水を適正に処理する
下水道などの役割やしくみを説明します。また、下水道を接続す
るための方法や、工事に必要な費用、受益者負担金、無利子貸付
制度、合併処理浄化槽の補助金制度などについてお話します。

下水道課施設整備Ｇ
（20）8503
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介
護
保
険
と
介
護
保
険
料

　

介
護
が
必
要
に
な
っ
た
と
き
に
、
誰
も

が
安
心
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ

う
、
社
会
全
体
で
支
え
て
い
こ
う
と
い
う

仕
組
み
が『
介
護
保
険
制
度
』で
す
。

　
そ
の
財
源
の
一
部
が
、
介
護
保
険
事
業

計
画
に
基
づ
き
、
３
年
ご
と
に
見
直
し
を

行
っ
て
い
る
介
護
保
険
料
で
す
。

　
令
和
３
年
度
は
、
令
和
５
年
度
ま
で
の

３
年
間
に
必
要
と
な
る
介
護
給
付
費
を
見

込
ん
で
、
保
険
料
の
見
直
し
を
行
う
初
年

度
に
あ
た
り
ま
す
。

　介
護
保
険
料
の
基
準
額
は

７
万
４
４
０
０
円
に
な
り
ま
す

　
今
期
の
被
保
険
者
１
人
当
た
り
の
保
険

料
基
準
額
は
、
１
年
間
で
７
万
４
４
０
０

円
と
な
り
、
前
期
と
比
較
し
て
１
２
０
０

円
、
約
１
・
６
％
の
上
昇
と
な
り
ま
す
。

上
昇
の
主
な
原
因
と
し
て
、
高
齢
者
数
・

要
介
護
認
定
者
数
の
増
加
に
伴
う
介
護
給

付
費
の
増
加
お
よ
び
介
護
報
酬
改
定
の
影

響
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
介
護
保
険
は
、
公
費
と
皆
さ
ん
が
納
め

る
保
険
料
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。

　
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

区分
第７期（実績） 第８期（見込み）

平成 30年 平成 31年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年

人口　　　　（人） 95，567 94，649 93，719 92，845 91，943 91，018

高齢化率　　（％） 31.1 31.7 32.3 32.6 33.0 33.3

介護認定者数（人） 5，894 6，011 6，118 6，173 6，227 6，292

介護給付費（千円） 9，567，807 9，783，147 9，913，489 10，370，845 10，625，076 10，740，133

区分 段階 対象者
保険
料率
（率）

年間
保険料
（円）

R2年度比較
年間引上額
（円）

世帯全員が
市民税非課税

1
・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者
・合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円以下

0.3 22，320 360

2 ・合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円超
　120万円以下 0.5 37，200 600

3 ・合計所得金額＋課税年金収入額が 120万円超 0.7 52，080 840

本人は市民税
非課税だが、
世帯の誰かが
市民税課税

4 ・合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円以下 0.9 66，960 1，080

5 ・合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円超 1.0 74，400 1，200

本人が
市民税課税

6 ・合計所得金額 120万円未満 1.2 89，280 1，440

7 ・合計所得金額 120万円以上、210万円未満 1.3 96，720 1，560

8 ・合計所得金額 210万円以上、320万円未満 1.5 111，600 1，800

9 ・合計所得金額 320万円以上、400万円未満 1.7 126，480 2，040

10 ・合計所得金額 400万円以上、600万円未満 1.85 137，640 2，220

11 ・合計所得金額 600万円以上、800万円未満 2.0 148，800 2，400

12 ・合計所得金額 800万円以上、1,000万円未満 2.15 159，960 2，580

13 ・合計所得金額 1,000万円以上 2.3 171，120 2，760

問
合
先
／
本
庁
高
齢
・
介
護
福
祉
課
介
護
指
導
Ｇ

　
　
　
　
内
線
２
６
２
１
・
２
６
２
２

◎
介
護
保
険
料
額
の
お
知
ら
せ
時
期

　
前
年
の
収
入
・
所
得
を
基
に
、
７
月
上

旬
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。特
別
徴
収（
年

金
か
ら
の
天
引
き
）の
場
合
、
そ
れ
ま
で
の

間（
４
・
６
月
）は
前
年
度
２
月
と
同
じ
金
額

を
仮
徴
収
い
た
し
ま
す
。

◎
介
護
保
険
料
の
減
免（
新
型
コ
ロ
ナ

　
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
係
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に

よ
り
、
一
定
以
上
の
減
収
が
見
込
ま
れ
る
場

合
、
保
険
料
の
減
免
が
受
け
ら
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
条
件
な
ど
詳
し
く
は
、
高
齢
・

介
護
福
祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

介護保険料（令和３年度～令和５年度）

人口、高齢化率、介護認定者数および介護給付費の推移　

出典：市第８期介護保険事業計画　他
公費
50％

（65歳以上の方）23％
保険料

（40歳～
65 歳未満の方）
27％

保険料

基
準
額
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◎
減
額
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

　
食
費
・
部
屋
代
の
減
額
を
受
け
る
に
は
、
毎
年
市

へ
申
請
が
必
要
で
す
。

　
申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
齢
・
介

護
福
祉
課
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、
第

４
段
階
の
方
は
申
請
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◎
給
付
を
受
け
る
に
は

　
初
回
の
み
申
請
が
必
要
で
す
。

　
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
給
付
を

受
け
る
に
は
、
初
回
の
み
、
市
に
申

請
が
必
要
で
す
。
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
に
つ
い
て
は
、
高
齢
・
介
護
福

祉
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

新
設

　
低
所
得
の
方
の
施
設
利
用
が
困
難
と
な
ら

な
い
よ
う
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場
合
、

申
請
に
よ
り
介
護
保
険
施
設
の
食
費
・
部
屋

代
が
減
額
と
な
る
制
度（
介
護
保
険
負
担
限

度
額
認
定
）が
あ
り
ま
す
。

　
令
和
３
年
８
月
か
ら
、
給
付
の
条
件
が
一

部
変
更
と
な
り
ま
す
。

　
同
じ
月
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
負
担
額
が
上
限
額
を
超

え
る
と
、
そ
の
超
過
分
が「
高

額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」と
し
て

後
か
ら
支
給
さ
れ
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　
令
和
３
年
８
月
か
ら
、
年
収

約
７
７
０
万
円
以
上
の
区
分
が

新
設
さ
れ
、
上
限
額
が
左
図
の

と
お
り
一
部
変
更
と
な
り
ま
す
。

項目 第１段階 第２段階 第３段階① 第３段階② 第４段階

食費 300 390 650 1,360 1,445

食費（短期利用） 300 600 1,000 1,300 1,445

ユニット型個室 820 820 1,310 1,310 2,006

ユニット型
個室的多床室 490 490 1,310 1,310 1,668

従来型個室 490
（320）

490
（420）

1,310
（820）

1,310
（820）

1,668
（1,171）

多床室 0 370 370 370 377
（855）

利用者負担段階区分 上限額

〇年収約 1,160万円以上 140,100 円

〇年収約 770万円以上 1,160万円未満 93,000 円

〇年収約 383万円以上 770万円未満 44,400 円

〇一般（住民税課税世帯） 44,400 円

〇住民税非課税世帯 24,600 円

〇住民税非課税世帯
　※合計所得金額＋課税年金収入額が 80万円以下
　※老齢福祉年金受給者

15,000 円
　 （個人）

〇生活保護受給者 15,000 円

【条件１】　世帯状況
世帯全員が住民税非課税

（別世帯の配偶者も住民税非課税） 住民税課税世帯

【条件２】　収入・所得など
所得…合計所得金額　　年金…課税年金収入＋非課税年金収入

・生活保護受給者
・老齢福祉年金受給者

所得＋年金≦80
万円

80万円＜所得＋
年金≦ 120万円

120万円＜所得
＋年金

※第４段階の金額は、国で定めた基準額を掲載しています。実際には、施設との契約により
　金額が決まります。
※令和３年８月から変更となる金額を赤字で表示しています。
※介護老人福祉施設と短期入所生活介護を利用した場合の従来型個室および多床室（第4段階）
　の負担限度額は、（　）内の金額となります。

負担限度額（円 /日）

利用者負担段階決定フローチャート

【条件３】
預貯金額

単身
1,000万円
夫婦

2,000万円

単身
650万円
夫婦

1,650万円

単身
550万円
夫婦

1,550万円

単身
500万円
夫婦

1,500万円
以下 超 以下 超 以下 超 以下 超
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免除などの種類 対象など 申請期間 申請に必要な物

学生納付特例制度 学生の方 ４月１日～
翌年３月 31 日

・年金手帳
・身分証（運転免許証など）
・年金事務所から届いた書類
・学生証の写し、または在学証明書（原本）

全額免除・一部納付（免除）
制度

学生に該当しない方で、本人、配偶者
および世帯主の所得が一定額以下の方 ７月１日～

翌年６月 30 日

・年金手帳
・身分証（運転免許証など）
・令和２年１月１日以降に離職した方は、
　離職票の写し、または雇用保険受給資
　格者証の写し

納付猶予制度 学生に該当しない 50 歳未満で、本人
および配偶者の所得が一定額以下の方

産前産後期間の免除制度

・単胎妊娠の妊産婦＝出産予定日または
　出産日の属する月の前月～４カ月間
・多胎妊娠の妊産婦＝出産予定日または
　出産日の属する月の３カ月前～６カ月間

出産予定日の
６カ月前～

・年金手帳
・身分証（運転免許証など）
・母子手帳など

職種 年齢要件 主な受験資格 採用予定人員

土木技師

上級職

28 歳以下

・大学卒業者
・試験職種に必要な学科を専攻
　した者

合わせて
５人程度

初級職

・学校教育法に基づく高等学校
　卒業程度の学力を有する者
・試験職種に必要な学科を専攻
　した者

保健師 上級職 ・大学卒業者
・保健師の資格を有する者

２人程度

保険料の納付が困難な時は…

土木技師・保健師を募集します！

　国民年金は、日本国内に住む 20 歳
～ 60 歳の全ての人が加入する公的年
金制度です。
　令和３年度の国民年金保険料は、月
額１万 6,610 円ですが、失業などの経
済的な理由で保険料を納めることが困
難な場合は、保険料の免除や納付猶予
などの制度をご利用ください。

保険料が未納のままだと…
　保険料を未納のままにしていると将
来的に老齢基礎年金や障害、死亡と
いった不慮の事態で、年金を受け取れ
ない場合があります。
　そのようなことにならないよう、免
除や猶予の手続きをしましょう。
※�保険料の納付期限から２年を経過していない期
間（申請時から２年１カ月前までの期間）につい
てはさかのぼって免除などを申請できます。

国民年金保険料の免除・納付猶予制度

市職員募集（10月１日付採用） ▲

本庁総務課人事G（内線 4522）

▲ �

本庁保険年金課国民年金 G（内線
2821）または各支所▲

川内年金事務所　（22）5276

一部納付のときの保険料額

令和 3年度保険料（月額）

国民年金保険料 16,610 円

全額免除の場合 0円

４分の３免除の場合 4,150 円

半額免除の場合 8,310 円

４分の１免除の場合 12,460 円

※年齢要件は、令和４年４月１日時点においての年齢。

一次試験日時／７月 18 日（日）
　※８時 20 分集合
　※�集合場所は、応募者にメールで
お知らせします。

一次試験内容／���教養試験、適性検査、
専門試験（土木技師
のみ）

応募期間／�６月14日（月）～30日（水）
申込方法（インターネットのみ）／
　�市ホームページ上にある「職員採
用」のページから「電子申請の手続
き」を確認した上で、インターネッ
トにより応募ください。
※�詳しくは、下記の市職員募集サイ
トをご覧ください。

▲�市職員募集
サイト

問
合
先

問
合
先
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こどもの日フェスタ
　５月５日（水）、少年自然の家で、「こどもの日フェ
スタ」を開催しました。缶バッジ作りなどの創作活動
や体験活動、特別企画としてダンススタジオ奏

かなで

によ
るダンスショーもあり、多くの参加者に楽しく過ご
してもらいました。

　祁答院町の藺牟田池で、国内希少野生動植物種に
指定され、保護活動も行われているベッコウトンボ
が今年も確認されました。５月には湖畔を訪れた観
光客らが、春風を浴びながら優雅に舞うベッコウト
ンボに目を輝かせ、草木の上で羽を休める姿を写真
に収めるなどして観察を楽しみました。

湖畔を舞うベッコウトンボ

「まちの話題」は、市民の皆さんから情報提供をいただき、身近な話題を掲載しています。ぜひ投稿ください。

　４月23日（金）、川内商工会議所青年部から絵本「お
かねってなあに？」の贈呈がありました。贈呈された
本は、市内の小学校・義務教育学校、ＳＳプラザせ
んだいに設置され、本市の子どもたちが、お金の大
切さを学ぶために活用していきます。

　４月 16 日（金）～ 30 日（金）の期間、川内駅で｢母
の日｣をテーマとした花の展示と販売が行われまし
た。これは、新型コロナウイルス感染症の影響で花
の消費の場が減った市内の花

か き

卉農家を支援するため
に２月に続
き、第２弾と
して企画さ
れたもので、
川内駅を訪
れる方々の
目を楽しま
せました。

絵本「おかねってなあに？」30冊の寄贈テーマは「母の日」
川内駅に花の癒やしを

　４月28日（水）、上川内駅交差点～北薩地域振興局
交差点間で、東京 2020オリンピック聖火リレーが実
施され、本市在住の長

は せ

谷川
がわ

文
あや

音
ね

さん、山
やま

路
じ

道
みち

弘
ひろ

さん、
花
はな

田
だ

守
もり

寛
ひろ

さん、樺
かば

山
やま

一
かず

孝
たか

さんを含む計 12人が聖火を
つなぎました。
　本市の第１走者、れいめい高校３年生の長谷川さ

希望の火をつなげ　東京 2020オリンピック聖火リレー
んは、心臓病を抱えながらも、元気に走る姿を見てほ
しいと参加を希望。「選ばれたときは、マネジャーを務
める野球部の仲間が自分のことのように応援してくれて
とてもうれしかった。実際に走ってみて周りの人々の応
援で元気に動けることを実感できた。これからもみんな
の元気のために頑張り続けたい」と笑顔で話しました。
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市
民
の
方
か
ら「
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ 

Ｋ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
」を
調
べ
て
ほ
し
い
と
い

う
依
頼
が
舞
い
込
ん
で
来
ま
し
た
。

　「
そ
ー
こ
　
か
か
か
？
」な
ん
じ
ゃ

そ
り
ゃ
？！
暗
号
か
な
？

　
よ
く
分
か
ら
な
い
け
ど
、
と
に
か

く
調
べ
て
み
よ
う
。

  

調
べ
て
み
る
と
、「
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
　
Ｋ
Ａ

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
」は
、
川
内
川
河
川
敷
に
あ

る
西
開
聞
町
の
旧
ボ
ー
ト
部
艇
庫
の

旧
レ
ガ
ッ
タ
ハ
ウ
ス
を
改
修
し
た
も

の
だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
早
速
、
足
を
運
ん
で
み
る
と
倉
庫

の
管
理
者
で
あ
る
田
尾
友
輔
さ
ん

（
30
）に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
話
を
聞
い
て
み
ま
す
。

第第 2121回回

～ソーコ　
カカカって

～ソーコ　
カカカって

　何なの
さ？編～

　何なの
さ？編～

ス
タ
ー
ト
は
、

リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
マ
ル
シ
ェ

　
田
尾
さ
ん
は
、
２
０
１
７
年
に
、

平
佐
に
あ
っ
た
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス

の
管
理
人
と
し
て
、
東
京
か
ら
地
元

で
あ
る
本
市
に
戻
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
の
ス
マ
ー
ト
ハ
ウ
ス
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
中
で
、
農
家
の
方
々
の

課
題
と
し
て
あ
っ
た「
生
産
者
が

消
費
者
と
対
面
し
て
商
品
の
魅
力

を
伝
え
る
場
」の
提
案
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
の
が
、
川
内
川
河
川

敷
で
開
催
す
る「
リ
バ
ー
フ
ロ
ン

ト
マ
ル
シ
ェ
」と
銘
打
っ
た
イ
ベ

ン
ト
で
し
た
。　

　
年
に
１
回
の
マ
ル
シ
ェ
は
、
そ

れ
か
ら
４
回
、
５
回
と
回
を
重
ね

る
う
ち
に
、
次
第
に
そ
の
コ
ン
セ

プ
ト
を
当
初
の「
生
産
者
が
消
費

者
と
対
面
し
て
商
品
の
魅
力
を
伝

え
る
場
」か
ら
、
リ
バ
ー
フ
ロ
ン

ト（
川
の
前
・
そ
ば
）と
い
う
名
前

の
持
つ
意
味
を
も
う
一
度
見
直
し
、

人
が
い
な
い
川
内
川
に
、
日
常
的

に
、
そ
し
て
た
く
さ
ん
の
人
に
来

て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
で

「
川
内
川
の
魅
力
を
ま
ち
の
魅
力

に
」と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト
に
転
換

し
て
い
き
ま
し
た
。

リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
マ
ル
シ
ェ
の

新
た
な
可
能
性
そ
れ
が

Ｓソ
ー

コ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
　
Ｋカ

カ

カ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ

　
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
マ
ル
シ
ェ
の

成
功
に
よ
り
、
川
内
川
に
た
く
さ

ん
の
人
で
に
ぎ
わ
う
風
景
を
取
り

戻
す
こ
と
は
で
き
ま
し
た
が
、
そ

れ
は
あ
く
ま
で
も
一
時
的
な
も
の
。

　
日
常
的
に
た
く
さ
ん
の
人
に
川

内
川
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

年
に
１
回
の
マ
ル
シ
ェ
だ
け
で

は
、
難
し
い
と
考
え
た
田
尾
さ
ん

は
、
ち
ょ
う
ど
川
の
そ
ば
に
あ
っ

た
ボ
ー
ト
部
艇
庫
の
旧
レ
ガ
ッ
タ

ハ
ウ
ス
を
拠
点
施
設
と
し
て
改
修

し
、
そ
こ
か
ら
、
毎
週
さ
ま
ざ
ま

な
発
信
を
し
て
い
く
こ
と
を
考
え

ま
し
た
。

　
そ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が「
Ｓ
Ｏ

Ｋ
Ｏ 

Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
」な
ん
で
す
。

田尾友輔さん
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川か
わ
る
　
交か

わ
る
　
変か

わ
る
の

キ
ー
ワ
ー
ド

　
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
は
、「
川
る
、
交

わ
る
、
変
わ
る
」の
頭
文
字
で
、
川

辺
で
人
が
交
流
し
、
ま
ち
が
変

わ
っ
て
い
く
、
作
ら
れ
て
い
く
と

い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
主
軸
と
な
る
毎
週
日
曜
日
の
出

店
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、
夜
の

ラ
イ
ブ
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ー
ト
体
験

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
発
信
し

続
け
、
訪
れ
た
人
は
、
河
川
敷
の

公
園
で
休
憩
し
た
り
、
川
内
川
を

眺
め
た
り
、
子
ど
も
た
ち
と
遊
具

で
戯
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
に
は
、
田
尾
さ
ん
が
見
た

か
っ
た
風
景
が
確
か
に
広
が
っ
て

い
ま
す
。

Ｓソ

ー

コ

Ｏ
Ｋ
Ｏ
　
Ｋカ

カ

カ

Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
の

さ
ら
な
る
発
展
と
未
来
へ

　
Ｓ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
　
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ａ
は
、

こ
れ
か
ら
、
レ
ン
タ
ル
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
の
さ
ら
な
る
活
用
も
見
据

え
て
日
々
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
田
尾
さ
ん
は
言
い
ま
す
。「
レ
ン

タ
ル
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
の
活
用
を

図
る
こ
と
で
、
自
分
が
い
な
く

て
も
、
こ
こ
を
使
用
す
る
み
ん
な

で
運
営
し
て
い
け
る
こ
と
が
理
想

で
す
。
ま
た
、
そ
う
す
る
こ
と
で
、

い
ろ
ん
な
表
情
を
見
せ
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
将
来
的
に
は
、
こ
こ
だ
け
の
場

所
に
限
ら
ず
、
川
内
川
が
通
っ
て

い
る
全
て
の
市
や
町
が
同
じ
目
的

で
参
画
し
、『
川
内
川
流
域
全
体

に
人
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
る

こ
と
』そ
れ
が
私
の
目
標
で
す
」

　
田
尾
さ
ん
の
挑
戦
は
、
川
の
流

れ
の
よ
う
に
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら

も
続
き
ま
す
。

❶大人も楽しめるライブイベント
　「SOKO de LIVE」
❷アート作品作りを体験「SOKO ART CLUB」
❸川内川でゆとりある朝の一杯を。
　「GOODMORNING  SENDAIGAWA」
❹出店イベントでは、ジェラートなどの
     飲食店やアクセサリーなども。

▲インスタ
　グラム

▲フェイス
　ブック

❶
❹

❷ ❸



　
今
回
は
、
川
内
不
動
産
株
式

会
社
を「
深
ボ
リ
！
」。
代
表
取

締
役
の
山や

ま
ぐ
ち
と
も
ゆ
き

口
知
之
さ
ん
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

事
業
の
概
要

　
当
社
は
、
昭
和
31
年
４
月
の

設
立
以
来
、
市
内
を
中
心
に
不

動
産
業
を
営
ん
で
き
ま
し
た
。

不
動
産
の
売
買
仲
介
を
主
に
宅

地
造
成
販
売
や
販
売
代
理
業
、

賃
貸
の
仲
介
・
管
理
、
不
動
産

の
有
効
活
用
の
た
め
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
不
動
産
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
こ
と
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

多
様
化
す
る
社
会
に
　

呼
応
し
て

　
最
近
で
は
、｢

空
き
地
・
空

き
家
を
所
有
し
て
い
る
が
、
住

ん
で
い
る
場
所
か
ら
遠
く
て
管

理
が
大
変｣

と
い
っ
た
声
に
お

応
え
し
た｢

空
地
空
家
見
守
り

サ
ー
ビ
ス｣

や
、
こ
の
先
の
高

齢
化
社
会
を
見
据
え
、
高
齢
者

が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご

と
や
悩
み
ご
と
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
人
材
育
成
の
場

と
し
て｢

シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
養
成
講
座｣

の
開
講

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
講
座
は
、
高
齢
者
住
宅

の
問
題
や
相
続
・
遺
言
、
家
族

信
託
な
ど
不
動
産
業
に
も
大
変

関
わ
り
の
深
い
分
野
と
な
っ
て

お
り
、
ご
家
族
の
問
題
解
決

や
、
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

大
変
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

誠
実
は
信
頼
を
得
る

　
今
後
、
空
き
地
や
空
き
家
の

増
加
に
伴
い
不
動
産
を
取
り
巻

く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
、
不

動
産
の
有
効
活
用
の
要
望
が
高

ま
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。
多

様
化
す
る
社
会
と
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
、
希
望
の

不
動
産
に
巡
り
合
え
る
よ
う

「
～H

onesty you can trust

～
誠
実
は
信
頼
を
得
る
」を

モ
ッ
ト
ー
に
、
皆
さ
ま
が
適
正

な
不
動
産
取
引
が
で
き
る
よ
う

中
立
な
立
場
で
日
々
業
務
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

第
33
回

このコーナーでは新規開業者情報をお届けしています。

17goals（株）　起業者：小
こ

辻
つじ

  洋
ようへい

平さん

起業者応援！

今月の起業人び と

川
内
不
動
産
株
式
会
社

こちらのクーポンもご利用ください。 キリ
トリ

キリ
トリ

有効
期限

：

令和
３年

６月
末ま

で

太陽
光パ
ネル
洗浄
10%
OFF

川
内
不
動
産
株
式
会
社

向
田
本
町
17 - 

21

（
23
）２
８
０
０

　産業用の太陽光発電設備のパネル清掃や
メンテナンス、修理などを手掛ける会社と
して、令和元年７月に開業。太陽光パネル
のメンテナンスが不十分だと発電効率が下
がり、ごみやカビの付着から発火事故の原
因になることも。当社は環境にやさしいク
リーンなエネルギーで持続可能なまちづく
りに貢献することを目指しています。見積
りなど、お気軽にご相談ください。

●所在地／
　樋脇町市比野6621-2
　（21）0717
●営業時間／
　10:00 ～ 18:00
●定休日／日曜日

●●

●

● ●

17goals㈱

市比野記念病院
市比野小学校

樋脇中学校

丸山公園

グリーンヒルCC

42

39★

▲ツイッター

▲インスタ
グラム

▲ライン

▲社員の皆さんと山口代表取締役（写真左から２人目）。長年のノウハウを生かし、皆さまのニーズにお応えします。

142021.06.10 広報

T
た は ら

AHARA（田原）・I
あ い み ー

MEE L
れ ぶ な

EBUNAさん

皆さんの思い出の料理とそれにまつわるエピソードなどがありましたら
どしどし情報をお寄せください。取材に伺います。
問合先／広報室広聴広報 G（内線６３３）

皆さんの思い出の
料理を大募集

タカナとサバの油炒め

　タカナは 1 枚ずつ洗って１日干し、また洗い、塩漬けして冷凍しておくことで、
タカナのいい香りも残り、茶色くなることなく、１年中本来の鮮やかな緑のまま
で保存することができます。

うとおいしい！もっと食べたい！と
評判の「タカナとサバの油炒め」です。
　甑島では昔からよく食卓に出てく
るというこの料理も、こうしたらお
いしいのでは？とアイミーさんがオ
リジナルで味付けしています。夫の
竜巳さんに味見してもらいながら調
味料の量を調整するというほっこり
エピソードも。
　料理名にもある通り、たっぷり使っ
たごま“油”の良い香りが食欲をそそ
る、見た目にも色鮮やかな料理です。
　また、塩サバがポイントになって
います。アツアツのご飯にはもちろ
ん、その他にもお弁当のおかずやお
にぎりに混ぜても美味しくいただけ
ます。ぜひ、一度皆さんも作ってみ
てください。

レシピフィリピンで生まれ育ち、甑島
に来て 22 年というアイミー

さん。お米を食べる点は共通ですが、
スパイス系の辛い料理が多いフィリ
ピンと比べ、日本の料理は甘い味付
けの料理が多いと言います。しかし、
日本の料理に慣れ親しんでみると、
フィリピンに帰って地元の料理を食
べた時、日本料理が食べたいと思う
くらい日本の味付けが好きになった
とか。それから、日本で食べたもの
の味を再現しようと独自で試行錯誤
し、料理をしてきたアイミーさん。
材料となる野菜の栽培までも独自で
行っているとのこと。今では、本当
に誰にも教わってないの !?と驚かれ
る腕前です。
　そんなアイミーさんに紹介してい
ただいたのは、周りの方々に振る舞

【材料】 （４人分）
タカナ：500g、塩サバ：２枚、薄口
しょうゆ：大さじ４、ごま油：大さじ
３、うま味調味料：小さじ 1/4

【作り方】
① タカナの漬物を細く切り、絞って

水分を切っておく。
② フライパンの底が埋まるくらいご

ま油をたっぷり敷き、①のタカナ
を弱火で炒める。

③ ②にいったん焼いてほぐした塩サ
バ、うま味調味料、薄口しょうゆ、
ごま油を追加し、炒める。

※お好みで追加してください。
④ 色が元の色より濃くなり、全部し

なしなになったら完成！
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SATSUMASENDAI INFORMATION

｢

ト
ン
ボ
ロ
芸
術
村
コ
ン
テ

ス
ト｣

25
周
年
記
念
秀
作
展

時
／
６
月
15
日（
火
）～
30
日（
水
）�

所
／
川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

内
容
／
25
年
の
長
き
に
わ
た
り
実
施

し
て
い
る｢

ト
ン
ボ
ロ
芸
術
村
コ
ン

テ
ス
ト｣

の
写
真
・
絵
画
・
俳
句
・

書
道
各
部
門
の
大
賞
作
品
を
集
め
た

秀
作
展
を
開
催
し
ま
す
。

※���

入
場
無
料
　

上
甑
島
教
育
課

０
９
９
６
９（
３
）２
３
１
１

川
内
ま
ご
こ
ろ
文
学
館

（
25
）５
５
８
０

薩
摩
川
内
市

　
　
　
　
　
　

モ
バ
イ
ル
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

時
／
８
月
31
日（
火
）ま
で

内
容
／
本
市
の
観
光
施
設
、
宿
泊
、

温
泉
、
物
産
、
交
通
を
利
用
し
て
、

気
軽
に
周
遊
し
な
が
ら
ポ
イ
ン
ト
を

集
め
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
実
施
中

で
す
。

参
加
方
法
／
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
手

に
各
ポ
イ
ン
ト
を
周
遊
し
、
集
め
た

ポ
イ
ン
ト
数
に
応
じ
た
特
典
に
応
募

※�

当
選
者
に
は
甑
島
ペ
ア
旅
行
券
な

ど
が
贈
呈
さ
れ
ま
す
。

※�

ポ
イ
ン
ト
は
、
お
買
い
物
な
ど
施

設
ご
利
用
時
に
獲
得
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

※�

詳
し
く
は
、
専
用
サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

㈱
薩
摩
川
内
市
観
光
物
産
協
会

（
25
）１
１
４
０

市
芸
能
祭

時
／
６
月
27
日（
日
）

12
時
30
分
～

※�

開
場
は
11
時
30
分
～

所
／
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

テ
ー
マ
／｢

心
を
癒
す
民
謡
の
旅｣

内
容
／

▼�

文
化
協
会
部
門
＝
コ
ー
ラ
ス
、
和

琴
、
三
味
線
、
五
ツ
太
鼓
、
日
舞
、

和
太
鼓
、
ピ
ア
ノ
な
ど

※�

友
情
出
演（
阿
久
根
毘び

沙し
ゃ

門も
ん

太だ
い

鼓こ

響コ
ー
ル流
）あ
り

▼�

特
別
ゲ
ス
ト
に
よ
る
民
謡
お
国
巡

り
＝
福ふ

く

居い

一か
ず
ひ
ろ大
氏（
津
軽
三
味
線
）、

剣け
ん

持も
ち

雄ゆ
う

介す
け

氏（
民
謡
歌
手
）、
松ま
つ

田だ

イ
ベ
ン
ト

イ
ベ
ン
ト
な
ど
が
中
止
や
延
期

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
・
相
談
な
ど
の

最
新
情
報
を
チ
ェ
ッ
ク
！

情
報
掲
示
板

▲スタンプラリー
　専用サイト

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
防
災
に
関
す
る
備
え
や
避

難
時
の
注
意
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
る
た

め
の
情
報
を
ス
ポ
ッ
ト
で
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

VOL.2VOL.2
大雨や長雨時は要注意

土砂災害が発生する前には、次のような現象が
起こるといわれています。
※前兆現象がなく、これらの災害が発生することもありま
　すので注意が必要です。

斜面や川から離れた、できれば 2階
以上の部屋へ避難しましょう。

お年寄りや体が不自由な方が
いる場合は移動時間を考えて
早めに行動してください。

・すぐに安全な場所に避難してください。
・できればご近所への声掛けや自治会
　長、市役所などへの連絡をお願いします。

もしも、降雨が激しい
などで外に出ることが
できないときは…

夜間に大雨が
予想されるときは…

このような現象に
気付いたときは…

井
戸
水
が
濁
る

地
す
べ
り
の
前
兆

地
面
に
ひ
び
割
れ
や
く
ぼ

み
、
盛
り
上
が
り
が
で
き
た

り
、
湧
き
水
が
出
る

「
山
鳴
り
」と
い
っ
て
山
全
体

が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音

が
す
る

雨
が
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
が
減
っ
て
い
る

●
他
に
も
、
土
臭
い
・
物
の
焼
け

る
臭
い
な
ど
、
異
様
な
臭
い

が
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

土
石
流
の
前
兆

崖
崩
れ
の
前
兆

崖
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る

崖
に
割
れ
目
が
で
き
る

崖
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と

落
ち
て
く
る

川
の
流
れ
が
濁
っ
た
り
、

流
木
が
混
じ
っ
て
い
る

池
や
沼
の
水

の
量
が
急
に

変
化
す
る

木
が
さ
け
た

り
根
が
切
れ

る
音
が
す
る

井
戸
水
が
濁
る

地
す
べ
り
の
前
兆

地
面
に
ひ
び
割
れ
や
く
ぼ

み
、
盛
り
上
が
り
が
で
き
た

り
、
湧
き
水
が
出
る

「
山
鳴
り
」と
い
っ
て
山
全
体

が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音

が
す
る

雨
が
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
が
減
っ
て
い
る

●
他
に
も
、
土
臭
い
・
物
の
焼
け

る
臭
い
な
ど
、
異
様
な
臭
い

が
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

土
石
流
の
前
兆

崖
崩
れ
の
前
兆

崖
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る

崖
に
割
れ
目
が
で
き
る

崖
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と

落
ち
て
く
る

川
の
流
れ
が
濁
っ
た
り
、

流
木
が
混
じ
っ
て
い
る

池
や
沼
の
水

の
量
が
急
に

変
化
す
る

木
が
さ
け
た

り
根
が
切
れ

る
音
が
す
る

井
戸
水
が
濁
る

地
す
べ
り
の
前
兆

地
面
に
ひ
び
割
れ
や
く
ぼ

み
、
盛
り
上
が
り
が
で
き
た

り
、
湧
き
水
が
出
る

「
山
鳴
り
」と
い
っ
て
山
全
体

が
う
な
っ
て
い
る
よ
う
な
音

が
す
る

雨
が
続
い
て
い
る
の
に
、

川
の
水
が
減
っ
て
い
る

●
他
に
も
、
土
臭
い
・
物
の
焼
け

る
臭
い
な
ど
、
異
様
な
臭
い

が
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

土
石
流
の
前
兆

崖
崩
れ
の
前
兆

崖
か
ら
水
が
湧
き
出
て
い
る

崖
に
割
れ
目
が
で
き
る

崖
か
ら
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
と

落
ち
て
く
る

川
の
流
れ
が
濁
っ
た
り
、

流
木
が
混
じ
っ
て
い
る

池
や
沼
の
水

の
量
が
急
に

変
化
す
る

木
が
さ
け
た

り
根
が
切
れ

る
音
が
す
る
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募
集

隆た
か

行ゆ
き

氏（
民
謡
歌
手
・
津
軽
三
味

線
）、
佃つ

く
だ

康こ
う

史し

氏（
尺
八
・
篠
笛
）

※�

入
場
無
料
　

※�

駐
車
場
は
、
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ

い
、
川
内
駅
東
口
駐
車
場（
３
時

間
ま
で
無
料
）、
マ
ル
ナ
カ
駐
車

場
周
辺
を
用
意
し
て
い
ま
す
が
台

数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
な

る
べ
く
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

本
庁
文
化
課
文
化
振
興
Ｇ（

５

２
２
２
）

オ
ン
ラ
イ
ン
レ
ッ
ス
ン

　
　

｢

お
う
ち
de
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス｣

【
要
申
込
】

時
／
７
月
１
日（
木
）～
８
月
31
日

（
火
）（
全
10
回
）午
前
ま
た
は
午
後
に

約
１
時
間

内
容
／
専
門
講
師
の
指
導
の
下
、
自

宅
に
居
な
が
ら
の
気
軽
な
ス
タ
ジ
オ

レ
ッ
ス
ン
体
験

※�

ラ
イ
ブ
配
信
に
参
加
で
き
な
か
っ

た
場
合
は
録
画
配
信
で
の
受
講
も

で
き
ま
す
。

※�

参
加
無
料

対
象
／
医
師
に
よ
る
制
限
の
な
い
、

自
宅
で
安
全
に
運
動
で
き
る
方
。

準
備
す
る
物
／
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に

接
続
可
能
な
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
な
ど
。（
視
聴

に
必
要
な
通
信
費
は
個
人
負
担
）

申
込
開
始
／
６
月
15
日（
火
）９
時
～

申
込
方
法
／
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
の
申
込

フ
ォ
ー
ム
か
ら
氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

電
話
番
号
を
入
力
の
上
、
メ
ー
ル

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01

０
８
０（
６
４
２
５
）５
５
０
３

※�

メ
ー
ル
が
送
信
で
き
な
い
方
は
、

川
内
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
01
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男
女
共
同
参
画
フ
ォ
ー
ラ
ム

【
要
申
込
】

時
／
７
月
３
日（
土
）13
時
～
16
時

所
／
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

テ
ー
マ
／｢

あ
り
の
ま
ま
に
自
分
ら

し
く
生
き
る
～
今
、
男
女
共
同
参
画

に
つ
い
て
考
え
よ
う
～｣

内
容
／
男
女
共
同
参
画
を
テ
ー
マ
に

「
総
合
的
な
探
求
の
時
間
」の
授
業
で

ま
と
め
た
本
市
の
高
校
生
に
よ
る
未

来
に
つ
な
ぐ
提
言
発
表
と
ト
ー
ク

セ
ッ
シ
ョ
ン
、｢

家
庭
の
こ
と
、
仕

事
の
こ
と
、
未
来
の
こ
と｣

と
題
し

た
講
演

講
師
／
東
京
大
学
大
学
院
総
合
文
化

研
究
科
教
授
　
瀬せ

ち地
山や
ま

角か
く

氏

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

託
児
／
６
カ
月
～
小
学
校
低
学
年

※�

無
料（
要
事
前
申
し
込
み
）

申
込
締
切
／
６
月
25
日（
金
）必
着

申
込
方
法
／
電
話
、フ
ァ
ク
ス
、メ
ー

ル

本
庁
ひ
と
み
ら
い
政
策
課
ひ
と

み
ら
い
政
策
Ｇ（

４
７
４
１
）

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
０
５
６

（
25
）６
１
８
８

hitom
irai@

city.
satsum

asendai.lg.jp

て
ら
や
ま
ん
ち
森
の
学
校

　

【
要
申
込
】

時
／
７
月
９
日（
金
）９
時
～

所
／
少
年
自
然
の
家

内
容
／
巾
着
袋
の
制
作
・
藍
染
め

対
象
／
市
内
居
住
者

定
員
／
先
着
30
人

参
加
料
／
１
５
０
０
円（
材
料
代
）�

準
備
す
る
物
／
汚
れ
て
も
い
い
服
装
、

裁
縫
道
具

※�

介
護
予
防
元
気
度
ア
ッ
プ
事
業
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

申
込
開
始
／
６
月
19
日（
土
）９
時
～

申
込
方
法
／
電
話

少
年
自
然
の
家

（
29
）２
１
１
４

歴
史
講
座【
要
申
込
】
　
　
　

｢

こ
こ
ま
で
わ
か
っ
た
鹿
児

島（
鶴
丸
）城
跡
の
歴
史｣

時
／
７
月
11
日（
日
）13
時
30
分
～
15

時所
／
川
内
歴
史
資
料
館
　

講
師
／
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

西に
し

野の

元も
と
か
つ勝
氏

内
容
／
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
を
中

心
に
、
鹿
児
島（
鶴
丸
）城
跡
の
最
新

の
研
究
成
果
を
紹
介
し
ま
す
。

定
員
／
先
着
30
人

受
講
料
／
２
０
０
円

申
込
期
間
／
６
月
20
日（
日
）～
７
月

10
日（
土
）

※�

受
付
時
間
は
９
時
～
17
時

申
込
方
法
／
電
話
、
直
接

川
内
歴
史
資
料
館

（
20
）２
３
４
４

市
営
住
宅
な
ど
の
入
居
者

募
集
住
宅
／

▼�

川
内
地
域
＝
後
牟
田
、
城
上
、
今

村
、
高
江
、
勝
目
一
般
、
ハ
イ
タ

ウ
ン
平
佐
市
営
、
ハ
イ
タ
ウ
ン
平

佐
市
営（
シ
ル
バ
ー
ハ
ウ
ジ
ン
グ
）、

宮
下
市
営
、
高
来
、
草
道
下

▼�

樋
脇
地
域
＝
諏
訪
越
第
２
、
向
湯

第
１

▼�

入
来
地
域
＝
八
風
、
天
貴
美
、
立

山
一
般

▼�
東
郷
地
域
＝
前
原
、
寺
前
一
般

▼�

祁
答
院
地
域
＝
会
田
、
砂
石
、
早

馬
、
黒
木
第
３
一
般
、
藺
牟
田
特

公
賃

▼�

里
地
域
＝
薗
下
、
新
町

▼�

上
甑
地
域
＝
茶
之
木
、
江
石

▼�

下
甑
地
域
＝
浜
田

応
募
締
切
／
６
月
24
日（
木
）必
着

応
募
方
法
／

の
各
所
に
備
え
付

け
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
あ

る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
明
記
の
上
、

直
接
、
送
付

抽
選
日
／
６
月
29
日（
火
）10
時
～

抽
選
場
所
／

の
各
所

注
意
事
項
／

※�

申
し
込
み
が
重
複
し
た
場
合
、
抽

選
※�

詳
し
く
は
募
集
案
内
を
参
照
く
だ

さ
い
。（

の
各
所
に
備
え
付
け
）

※�

随
時
申
し
込
み
を
受
け
付
け
て
い

る
住
宅
も
あ
り
ま
す
の
で
、

の

各
所
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

川
内
地
域
＝
平
野
商
事
㈱
市
営

住
宅
管
理
事
務
所

（
25
）１
９
０
０

本
土
４
地
域
＝
㈱
橋
口
組
市
営

住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー

（
37
）２
５
３
３

甑
島
地
域
＝
甑
島
地
域
市
営
住

宅
管
理
事
務
所

０
９
９
６
９（
３
）２
４
９
３

▲メール申込
　連絡先
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SATSUMASENDAI INFORMATION
放
送
大
学
10
月
入
学
生

　
放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通

信
制
の
大
学
で
、
心
理
学
・
福
祉
・

経
済
・
歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然

科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
を
学
べ
ま

す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※�

資
料
請
求
無
料

出
願
期
限
／

▼�

第
１
回
＝
８
月
31
日（
火
）

▼�

第
２
回
＝
９
月
14
日（
火
）

放
送
大
学
鹿
児
島
学
習
セ
ン

タ
ー０

９
９（
２
３
９
）３
８
１
１

川
内
看
護
専
門
学
校

　
　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

時
／

▼�

６
月
26
日（
土
）・
７
月
24
日（
土
）

※�

受
付
時
間
は
９
時
～
９
時
30
分

▼�

７
月
25
日（
日
）

※�

受
付
時
間
は
17
時
30
分
～
18
時

所
／
川
内
市
医
師
会
立
川
内
看
護
専

門
学
校（
大
小
路
町
）

対
象
／
ど
な
た
で
も
可

内
容
／
学
校
説
明
、
入
試
説
明
、
看

護
技
術
体
験（
注
射
・
フ
ィ
ジ
カ
ル

ア
セ
ス
メ
ン
ト
）な
ど

※�

電
話
に
よ
る
事
前
申
し
込
み
が
必

要
で
す
が
、
当
日
参
加
も
可
能
で

す
。川

内
市
医
師
会
立
川
内
看
護
専

門
学
校

（
27
）０
２
４
２

巡
回
児
童
相
談【
要
申
込
】

　
18
歳
未
満
の
方
が
対
象
の
療
育
手

帳
の（
再
）判
定
、
特
別
児
童
扶
養
手

当
更
新
の
判
定
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
／
８
月
17
日（
火
）・�

18
日（
水
）�

所
／
上
甑
保
健
セ
ン
タ
ー
、
長
浜
地

区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

申
込
締
切
／
７
月
９
日（
金
）

申
込
方
法
／
電
話

本
庁
障
害
・
社
会
福
祉
課
障
害

福
祉
Ｇ（

２
１
６
３
）ま
た
は
各
支

所何
で
も
無
料
相
談
室

時
／
毎
週
土
曜
日
13
時
～
16
時

※�

毎
月
第
１
土
曜
日
は
、
女
性
の
お

悩
み
１
１
０
番
！
女
性
専
用
相
談

日
で
す
。

所
／
Ｓ
Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い

相
談
員
／
元
人
権
擁
護
委
員
、
消
費

生
活
専
門
相
談
委
員
　
他

内
容
／
家
族
、
教
育
、
婚
姻
、
相
続
、

多
重
債
務
な
ど

※�

何
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

※�

電
話
相
談
も
可

※�

開
設
時
間
以
外
の
受
け
付
け
や
事

前
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー（
Ｓ

Ｓ
プ
ラ
ザ
せ
ん
だ
い
内
）

（
25
）６
０
５
６�

治
療
と
仕
事
の
た
め
の
両
立

　

  

支
援
無
料
相
談
窓
口    

　
　

【
要
申
込
】

時
／
毎
月
第
４
木
曜
日
13
時
～
15
時

※�

祝
日
は
休
み

※�

事
前
予
約
が
な
い
場
合
は
中
止

所
／
川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
　

相
談
員
／
鹿
児
島
産
業
保
健
総
合
支

援
セ
ン
タ
ー
両
立
支
援
促
進
員（
社

会
保
険
労
務
士
な
ど
）

内
容
／
治
療
と
仕
事
を
両
立
さ
せ
る

た
め
に
利
用
で
き
る
制
度
や
傷
病
手

当
金
な
ど
の
社
会
保
険
の
手
続
き
、

休
職
や
復
職
の
相
談
な
ど

対
象
／
働
き
な
が
ら
、
が
ん
、
脳
血

管
疾
患
、
難
病
な
ど
の
治
療
を
受
け

て
い
る
方
や
そ
の
ご
家
族
、
事
業
場

担
当
者
な
ど

川
内
市
医
師
会
立
市
民
病
院
　

患
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
　

（
22
）１
１
１
１

不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む
人

た
ち
の｢

だ
ん
で
会｣

時
／
６
月
19
日（
土
）15
時
～
19
時�

※
毎
月
第
３
土
曜
日
開
催

所
／
す
こ
や
か
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

内
容
／
不
登
校
や
子
育
て
に
悩
む

方
々
が
、
安
心
し
て
語
り
合
え
る
場

で
、
お
子
様
連
れ
で
も
大
丈
夫
で
す
。

※�

時
間
内
い
つ
で
も
入
退
室
可

※��

参
加
無
料

※�

リ
モ
ー
ト
対
応
可

サ
ー
ク
ル
だ
ん
で
ら
い
お
ん
　
渋し
ぶ

田た

０
５
０（
５
５
７
９
）６
２
８
５

高
速
船
甑
島
の
運
休

　
高
速
船
甑
島
は
、７
月
14
日（
水
）・

15
日（
木
）の
２
日
間
、
点
検
整
備
の

た
め
運
休
し
ま
す
。
そ
の
間
は
フ
ェ

リ
ー
ニ
ュ
ー
こ
し
き
の
み
の
運
航
と

な
り
ま
す
。

※�

高
速
船
甑
島
の
各
便
は
、
乗
船
さ

れ
る
２
カ
月
前
か
ら
電
話
お
よ
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
で
き
ま

す
。
定
員
に
達
し
た
場
合
は
、
予

約
を
し
た
方
が
優
先
と
な
り
ま
す

の
で
、
事
前
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。

甑
島
商
船
㈱
串
木
野
本
社

（
32
）６
４
５
８

甑
島
商
船
㈱
川
内
営
業
所

（
41
）５
１
０
０

※�
受
付
時
間
は
８
時
30
分
～
17
時

（
日
曜
日
を
除
く
）

狩
猟
免
許
試
験

　
狩
猟（
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
な
ど
を

わ
な
・
銃
器
で
捕
獲
）を
す
る
場
合

は
、
狩
猟
免
許
の
取
得
が
必
要
で
す
。

時
／

▼�

事
前
講
習
会
＝
８
月
22
日（
日
）

　
９
時
～

　
※�

受
け
付
け
は
８
時
30
分
～

▼�

試
験
＝
８
月
29
日（
日
）

※�

日
程
に
つ
い
て
は
変
更
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

所
／
北
薩
地
域
振
興
局

※�

免
許
試
験
・
講
習
会
は
有
料
で
す

が
、
講
習
会（
わ
な
猟
の
み
）は
一

部
助
成（
人
数
に
限
り
あ
り
）が
あ

り
ま
す
。

申
請
期
間
／
７
月
19
日（
月
）～
８
月

13
日（
金
）の
土
日
・
祝
日
を
除
く
８

時
30
分
～
17
時
15
分

免
許
試
験
の
申
請
に
関
す
る
こ
と
＝

県
北
薩
地
域
振
興
局
林
務
水
産
課
林

務
係（

25
）５
５
０
９

講
習
会
に
関
す
る
こ
と
＝
薩
摩
川
内

市
猟
友
会
　
有あ

り

馬ま

０
８
０（
５
６
０
２
）２
９
１
９

一
部
助
成
に
関
す
る
こ
と
＝
本
庁
農

政
課
農
業
振
興
Ｇ（

４
２
２
２
）

相
談

お
知
ら
せ

▲甑島商船
　HP

182021.06.10 広報

…問合先　 …申込先・提出先・申請先　 …電話番号　 …内線　 �…FAX　  …メールアドレス

特
別
奨
学
資
金（
支
給
）

対
象
／
本
市
内
中
学
校
を
卒
業
し
、

本
市
に
生
活
の
本
拠
を
有
す
る
方
で
、

学
業
が
優
秀（
ス
ポ
ー
ツ
・
部
活
動

な
ど
に
お
い
て
優
秀
な
方
を
含
む
）

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
的

理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

▼�

本
市
内
の
高
校
に
在
学
す
る
方

▼�

市
長
が
指
定
す
る
公
立
高
校
に
在

学
し
、
農
業
で
自
営
を
志
す
方

▼�

特
別
な
事
情
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
方

支
給
月
額
／
１
万
５
０
０
０
円

※�

返
還
の
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※�

決
定
し
た
方
に
は
、
さ
か
の
ぼ
っ

て
４
月
分
か
ら
支
給
し
ま
す
。

応
募
締
切
／
６
月
30
日（
水
）必
着

応
募
方
法
／
希
望
者
は
、
在
学
す
る

学
校
を
通
じ
て
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

本
庁
教
育
総
務
課
就
学
支
援
Ｇ

（

５
１
２
１
）

障
害
基
礎
年
金
な
ど
を
受
給

し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

｢

児
童
扶
養
手
当｣

が
変
わ
り

ま
し
た

　
こ
れ
ま
で
、
障
害
基
礎
年
金
な
ど

を
受
給
し
て
い
る
ひ
と
り
親
家
庭
の

方
は
、
障
害
基
礎
年
金
等
の
金
額
が

児
童
扶
養
手
当
の
額
を
上
回
る
場
合
、

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
令
和
３
年
３
月
分
の
手

当
か
ら
は
、
児
童
扶
養
手
当
の
額
が

障
害
基
礎
年
金
等
の
子
の
加
算
部
分

を
上
回
る
場
合
、
そ
の
差
額
を
児
童

扶
養
手
当
と
し
て
受
給
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
既
に
児
童
扶
養
手
当
受
給
資
格
者

の
認
定
を
受
け
て
い
る
方
は
、
原
則

申
請
は
不
要
で
す
が
、
そ
れ
以
外
の

方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、
直
接
お
問
い

合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
請
締
切
／
６
月
30
日（
水
）

※�

申
請
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
、
申

請
し
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
か

ら
支
給

申
請
方
法
／
直
接

本
庁
子
育
て
支
援
課
育
成
支
援

Ｇ（

２
３
６
４
）

い
た
ず
ら
電
話
に
注
意

　
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
の
職
員

を
名
乗
る
男
が
、
乳
が
ん
・
子
宮
が

ん
検
診
の
調
査
と
偽
り
、
わ
い
せ
つ

な
質
問
を
し
た
り
、
体
を
触
る
よ
う

指
示
し
た
り
す
る
な
ど
の
い
た
ず
ら

電
話
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
や
保
健
所
で
は
、

電
話
に
よ
る
調
査
な
ど
は
実
施
し
て

お
り
ま
せ
ん
の
で
、
む
や
み
に
個
人

情
報
を
伝
え
な
い
よ
う
に
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

市
民
健
康
課
健
康
企
画
Ｇ（
川
内

保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

（
22
）８
８
１
１

意
見･

提
言
を

　
　
　
　
　

お
寄
せ
く
だ
さ
い

　
市
で
は
、
主
要
な
計
画
や
指
針
の

立
案
に
際
し
て
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト（
市
民
意
見
公
募
手
続
き
）制
度
を

設
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見･

提
言
を
募
集
し
ま
す
。

（
仮
称
）薩
摩
川
内
市
過
疎
地
域
持
続

的
発
展
計
画（
案
）�

■
策
定
の
目
的
・
内
容
／
過
疎
地
域

（
川
内
地
域
を
除
く
地
域
）の
持
続
的

発
展
を
支
援
し
、
地
域
格
差
の
是
正

や
美
し
く
風
格
あ
る
国
土
の
形
成
に

寄
与
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的
に
、
令

和
３
年
度
～
７
年
度
ま
で
の
５
年
間

に
お
け
る
取
り
組
み
を
計
画
的
に
行

う
た
め
、
過
疎
地
域
の
概
況
、
持
続

的
発
展
に
資
す
る
計
画
を
定
め
ま
す
。

閲
覧
場
所
／
本
庁
１
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
・
本
庁
４
階
企
画
政
策
課
、

各
支
所
、
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
、
中
央
公
民
館
、
中
央
図
書

館
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上

提
出
期
限
／
６
月
28
日（
月
）必
着

提
出
方
法
／
任
意
の
様
式
に
住
所･

氏
名･

意
見
ま
た
は
提
言
を
明
記
の

上
、
直
接
、
送
付
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー

ル
本
庁
企
画
政
策
課
政
策
Ｇ（

４

８
３
２
）

（
22
）�

５
５
７
０

seisaku@
city.
satsum

asendai.lg.jp

川
内
川
河
川
敷
の
伐
採
樹
木

を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す

　
川
内
川
河
川
敷
の
伐
採
樹
木（
長

さ
40
㎝
・
直
径
15
㎝
～
20
㎝
程
度
）

を
差
し
上
げ
ま
す
。

対
象
／
白
浜
地
区
資
材
置
き
場
に
直

接
受
け
取
り
に
来
る
こ
と
が
で
き
る

方特
記
事
項
／

※�

必
ず
事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
数
量
に
限
り
が
あ
る

た
め
、
10
枠
の
申
し
込
み
先
着
順

と
し
ま
す
。

※�

受
け
取
り
上
限
は
、
軽
ト
ラ
ッ
ク

１
台
分
程
度
と
し
ま
す
。

※�
配
布
場
所
で
の
運
搬
車
へ
の
積
み

込
み（
過
積
載
に
注
意
す
る
こ
と
）

お
よ
び
ロ
ー
プ
荷
掛
け（
必
須
）は
、

各
自
で
お
願
い
し
ま
す
。

※�

樹
木
は
、
気
象
条
件
な
ど
に
よ
り
、

品
質
が
悪
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
期
間
／
６
月
15
日（
火
）～
29
日

（
火
）

配
布
日
時
／
７
月
６
日（
火
）・
７
日

（
水
）９
時
30
分
～
10
時
30
分

申
込
方
法
／
電
話
ま
た
は
左
記
の

ま
で
直
接

※�

電
話
で
の
受
け
付
け
は
、
土
・
日

曜
日
を
除
く
９
時
～
16
時

注
意
事
項
／

▼�

転
売
な
ど
の
営
利
目
的
の
た
め
の

受
け
取
り
は
で
き
ま
せ
ん
。

川
内
川
河
川
事
務
所
　
川
内
出

張
所（
天
辰
町
８
１
４
）

（
20
）２
５
１
７

労
働
保
険
年
度
更
新
手
続

　
鹿
児
島
労
働
局
よ
り
送
付
さ
れ
る

申
告
書
な
ど
に
よ
り
、
令
和
３
年
度

（
２
０
２
１
年
度
）労
働
保
険
の
期
間

内
の
申
告
・
納
付
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

申
告
期
限
／
７
月
12
日（
月
）

※�

ｅ
‐
Ｇ
ｏ
ｖ
か
ら
、
電
子
申
請
に

よ
る
申
告
も
可
能
で
す
。

鹿
児
島
労
働
局
　
労
働
保
険
徴
収

室
０
９
９（
２
２
３
）８
２
７
６

白
浜
橋丸山浄水場

田海町

白浜町

雑木配布場所
（白浜地区資材置き場）

川内川

394

267

至 

中
郷
町

▲市児童扶養手当
サイト　　　
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※住民基本台帳人口

※（　　）は前月に対する増減数です。

上
甑
地
域

濵
田

　
　碧あ

お
は葉

下
甑
地
域

川
瀬

　
　朱し

ゅ
か華

川
内
地
域

　
　
　

（
氏
　名
）

上
馬
場

　和
子

新
留

　
　士
郎

弟
子
丸

　ツ
ル
子

新
門

　
　幸

川
内
地
域

（
出
生
児
）

米
次

　
　虹に

こ空

内
山

　
　千ち

ひ
ろ寛

板
敷

　
　も
も

碇
山

　
　悠は

る
と仁

原
ノ
園

　彩あ
や
の乃

阿
南

　
　海か

い
と佑

東
條

　
　莉り

な奏

元
浦

　
　希き

は
る春

有
村

　
　咲み

く
る恋

柳
田

　
　紘こ

う
は颯

松
下

　
　み
ま

渡
部

　
　暁あ

き
と斗

樋
脇
地
域

𠮷𠮷
村

　
　虎た

い
と透

入
来
地
域

上
堀

　
　琥こ

た

ろ

う

太
郎

東
郷
地
域

野
島

　
　大た

い
が雅

祁
答
院
地
域

今
村

　
　雅が

く

と

玖
斗

里
地
域

村
岡

　
　桃も

も
え衣

池
上

　
　愛ま

な
か栞

上
原

　
　友と

も
き希

宮
𦚰𦚰

　
　渚な

ぎ
さ

和
田

　
　蒼ひ

ろ
と士

原
田

　
　龍り

ゅ
う
と虎

中
野

　
　圭け

い
ご吾

橋
田

　
　蘭ら

な那

有
西

　
　莉り

き輝

田
中

　
　叶か

な
め芽

平
松

　
　大お

お
ぞ
ら蒼

和
田

　
　あ
か
り

清
水

　
　心こ

の

か

希
花

グ
エ
ン

　バ
オ

　

ア
イ
ン

　ヅ
オ
ン

山
ケ
城

　桜さ

な絆

迫

　
　
　暖は

る

　まだ今みたいに新型コロナの影響がなかった
頃、初めて仲間と行ったディズ〇ーランドで、
スプラッシュマウン〇ンに乗ろうとした時の実
話だつん。仲間と会話しながらワクワクして順
番待ちをしていると、周りから何やら視線を感
じたつん。どうやら、外国語にも聞こえるせん
で弁が注目を集めてしまったよう。仲間は、「恥
ずかしいから少し黙っておこう」と。
　方言が恥ずかしいことなんてないと思いなが
らも、１時間ほど大人しく待っていると、ついに、
私の順番が。スピードを上げて加速するボート、
最後は勢いよく着水し、大量の水しぶきがボー
トに降り注いだ！その時、思わず叫んだつん。「い
しちゃ！ちょっしもた！ちんたか！（うわっ！

しまった！冷たい！）」と。一斉
に私の方を振り返るボートの同
乗者たち。仲間からは一斉に
「いっとっ　だまっちょけ！（少
しだまっておけ！）」と。
　そんなこと言ったってとっさ
の時は仕方ないつん。

せんで弁講座
とっさの時にもせんで弁

【
慎
】

【
佑
人
】

（
年
齢
）

【
84
】

【
82
】

【
103
】

【
86
】

中
甑

手
打

宮
里

矢
倉

平
佐

平
佐

（
保
護
者
）

【
孝
太
】

【
孝
洋
】

【
和
久
】

【
勝
太
】

【
明
良
】

【
臣
】

【
雅
樹
】

【
上
総
】

【
成
誠
】

【
真
吾
】

【
純
也
】

宮
里

宮
里

宮
崎

勝
目

矢
倉

隈
之
城

隈
之
城

平
佐

平
佐

平
佐

横
馬
場

【
朝
光
】

【
巧
生
】

【
裕
樹
】

【
大
志
】

【
宏
輝
】

【
俊
一
郎
】

中
郷
四
丁
目

市
比
野

副
田

斧
渕

上
手

里

【
亮
太
郎
】

【
良
介
】

【
章
】

【
啓
嗣
】

【
雄
太
朗
】

【
広
大
】

【
聖
尉
】

【
健
太
朗
】

【
寿
樹
】

【
智
哉
】

【
慎
太
郎
】

【
敬
司
】

【
グ
エ
ン
チ
ャ
ン

タ
イ
ン
ク
ア
ン

】

【
優
】

【
良
和
】

天
辰

大
小
路

御
陵
下

五
代

上
川
内

永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

永
利

高
城

東
大
小
路

中
郷
三
丁
目

 vol.39

■総人口 93,118人（－ 1人）
　男　性 44,922人（＋ 20人）
　女　性 48,196人（－ 21人）
■世帯数 46,211世帯（＋131世帯）

4
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

献血にご協力ください
わたしの街から届ける力、あなたの気持ちで救える命

時／ 6月25日（金）�
9時30分～11時45分・13時～16時
所／向田公園
問合先／
市民健康課予防G（川内保健センター内）
（22）8811

市民の動き（5月1日現在）

4
月
届
出
分
（
敬
称
略
）

市内交通事故の発生状況（累計）
（R3/1/1 ～ R3/5/10）

区　分 件　数
交通事故 67 件（前年比�－���5 件）
死　　者 0件（前年比�－���1 件）
負 傷 者 77 件（前年比�－���1 件）

市内火災・救急・救助の発生状況（累計）
（R3/1/1 ～ R3/5/10）

区　分 件　数
火　災 11 件（前年比�－�11 件）
救　急 1,423 件（前年比�＋���4 件）
救　助 11 件（前年比�－�12 件）

※火の取り扱いには十分注意してください。

税の納期（6月分）

※納期限内に納付することが困難な場合は、
　本庁収納課（ 2467）へ

税　目 納期限
市県民税１期 6月30日（水）

202021.06.10 広報

　広報室ではお便り、絵手紙、写真などを募集しています。
住所・氏名・年齢・連絡先・ペンネームを明記の上、はがき・
封書・メールで投稿ください。
※文章は、必要に応じて添削する場合があります。
投稿・問合先／本庁広報室内読者のひろば係
koho@city.satsumasendai.lg.jp

読 者 の ひ ろ ば
お便り募集

甲

　
　キ
ク
ミ

福
嶋

　
　ス
ヱ
子

吉
満

　
　ミ
ツ
エ

津
田

　
　キ
リ

松
下

　
　良
夫

松
下

　
　タ
キ

中
宅
間

　ア
キ

福
元

　
　勲

橋
口

　
　ミ
チ
子

太
利

　
　常
孝

樋
脇
地
域

河
野

　
　亨

野
久
尾

　サ
チ

德
永

　
　イ
ク
ヱ

坂
元

　
　久
志

祁
答
院
地
域

米
澤

　
　盛
雄

早
﨑

　
　捷
夫

𠮷𠮷
𠮷

　
　眞
積

冨
田

　
　ミ
チ
子

内
田

　
　ク
ミ

有
馬

　
　俊
夫

堂
地

　
　誠

内
𠮷

　
　三
千
德

山
下
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光

岩
元

　
　正
男

福
上

　
　絹
子

入
来
地
域
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次

牧
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郎

末
永
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治

請
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ツ
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郷
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久
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ニ
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淵
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ヤ
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田
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上
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路
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小
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中
郷
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平
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丁
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宍
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藤
川

藤
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藺
牟
田

藺
牟
田

藺
牟
田

藺
牟
田

黒
木

黒
木

黒
木

下
手

【
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】

【
97
】

【
89
】

【
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】

【
94
】

【
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】

【
95
】

【
93
】

【
91
】

市
比
野

塔
之
原

塔
之
原

浦
之
名

浦
之
名

副
田

副
田

斧
渕

斧
渕

薩
摩
川
内
市
神
田
町
３
番
22
号
　

　
　
　
　
　
　
　
薩
摩
川
内
市
広
報
室
内

８ ９５　８　６ ５　０郵送の際は
63 円切手を
貼付くださ
い。

住
　
所

氏（
フ
リ
ガ
ナ
）名

電
話
番
号

ペ
ン
ネ
ー
ム

年
齢
　
　
　
　
　
歳

　
行

読

者

の

ひ

ろ

ば

切り取ってご利用ください。

谷
口

　
　清
水

里
地
域

𠮷
岡

　
　典
子

下
甑
地
域

橋
口

　
　義
達

藤
田

　
　
子

宮

　
　
　
久

【
98
】

【
57
】

【
92
】

【
86
】

【
88
】

下
手

里手
打

手
打

長
浜

心
か
ら
ご
冥
福
を
祈
る「
欄
」

　
い
つ
も
の
事
な
が
ら
、「
お
く
や
み
」欄

を
見
ま
す
。
中
に
は
、
若
年
の
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
が
、
ご
高
齢
の
方
々
の

年
齢
に
驚
き
ま
す
。
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
、

困
難
な
時
代
を
懸
命
に
生
き
、
何
を
食
に

生
活
し
て
い
ら
し
た
の
か
、
そ
の
気
概
は

い
か
ば
か
り
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
想
像
し
、

学
び
ま
す
。
心
か
ら
、
ご
冥
福
を
祈
る

『
欄
』で
す
。

お
た
ふ
く（
68
歳
）

※�

う
ぶ
ご
え
と
お
く
や
み
は
、
本
庁
市
民
課

ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出（
出
生
・
死
亡
）

を
さ
れ
た
方
で
、
広
報
紙
へ
の
掲
載
に
同

意
さ
れ
た
方
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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　今月掲載された方のうち、お１人に日笠山水産㈱の「きび
なご塩干」「天然きびなご漁師漬け」をプレゼント。
　キビナゴの漁獲量が全国トップクラスの甑島。自社船で
取れた鮮度抜群のキビナゴを漁師のこだわりで加工した、
シンプルで素材の味が生きた商品となっています。

　その他、掲載された方には、竹
紙 100 ノート（Ａ５版）をプレゼン
トします。

（※読者のひろば、キラリ★ひと・みらい、私の Food 記  対象）

日笠山水産㈱
（里町里 3474）

09969（3）2581

読 者 の ひ ろ ば
沈じ

ん

丁ち
ょ
う

花げ

の
香
り（
母
を
想
う
）

　「
母
ち
ゃ
ん
、
今
年
も
あ
り
が
と
う
」

と
通
わ
す
。
花
の
固
ま
り
の
中
、
咲
き

ほ
こ
ろ
ぶ
。
香
り
も
好
き
だ
。
コ
ロ
ナ

で
、
今
は
会
え
な
い
孫
に
花
を
持
っ
て

行
く
と
喜
ん
で
く
れ
た
。

　
そ
し
て
、
巡
る
季
節
を
、
働
き
な
が

ら
子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
娘
に
も
知

ら
せ
た
く
て
届
け
た
。
茶
花
が
好
き
で
、

ス
ス
キ
や
ド
ク
ダ
ミ
を
植
え
て
い
る
。

母
を
超
え
て
生
か
さ
れ
て
い
る
今
、
庭

の
ウ
メ
、
コ
ブ
シ
、
イ
ワ
ツ
ツ
ジ
と
共

存
。
小
さ
な
花
が
幸
せ
を
く
れ
る
。
試

練
の
昨
今
、
負
け
ま
い
ぞ
！
と
思
う
。

ズ
コ
水
仙（
71
歳
）

皆
さ
ん
も
出
掛
け
て
み
ま
せ

ん
か

　
幼
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
年

齢
層
で
楽
し
め
る
川
永
野
町
の
大
原
野

池
公
園
に
出
掛
け
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
遊
具
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、
池
の

周
り
を
歩
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、

自
然
に
囲
ま
れ
た
す
て
き
な
所
で
、
途

中
、
ヤ
ギ
に
も
会
い
ま
し
た
。
春
は
桜

も
き
れ
い
で
、
休
日
は
孫
た
ち
と
行
き
、

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
出
掛
け

て
み
ま
せ
ん
か
。
心
が
癒
や
さ
れ
ま
す

よ
。

胡
蝶
蘭（
65
歳
）

美
容
室
で
タ
ピ
る
？

　
最
近
、
宮
崎
町
の
ヘ
ア
ー
サ
ロ
ン

「
I’m（
ア
イ
ム
）」さ
ん
で
販
売
し
て
い
る

本
場
台
湾
産
の
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
が

お
気
に
入
り
で
す
。
美
容
室
の
利
用
だ

け
で
な
く
、
タ
ピ
オ
カ
ド
リ
ン
ク
の
み

の
テ
イ
ク
ア
ウ
ト
も
で
き
る
の
で
、
お

す
す
め
で
す
。

I’ｍ
の
タ
ピ
オ
カ
フ
ァ
ン（
56
歳
）

結婚・出産・就職時の記念写真や家族で撮った写真
など、皆さんからの投稿をお待ちしています。

提出・問合先／本庁ひとみらい政策課（内線 4741）
　　　　　　　　�hitomirai@city.satsumasendai.lg.jp

住所、氏名、連絡先、ペンネーム、メッセー
ジを記入の上、メールなどでお送りください。（（ ）） ▲�竹紙100ノート

　（中越パルプ工業㈱川内工場提供）

平佐西小学校吹奏楽部卒部メンバー、コンクールや演奏会など、
笑いあり・涙ありのたくさんの思い出をありがとう！みんなのさ
らなる活躍を期待しています。（ペンネーム：平すい☆ゴールド）

222021.06.10 広報

広報薩摩川内はおかげさまで400号

　広報薩摩川内は、平成 16 年 10 月の市町村合併により誕生
した「薩摩川内市」とともに生まれ、今月で 400 号を迎えました。
市民の皆さんに、より身近な情報紙であるために、寄せられた
声などを参考に、フルカラー化や数度にわたるリニューアルな
どを経て少しずつ進化を遂げてまいりました。
　その表紙は、季節や時代を反映させ、試行錯誤しながら作成
した歴代担当者の思い入れのあるものばかり。
　これからも、継承していくこと、変えていくべきところを模
索しながら、皆さんとともにあり、より愛される一冊となるこ
とを目指してまいります。

■発　行
薩摩川内市
〒895-8650　鹿児島県薩摩川内市神田町3-22
　　　　　　 � �0996（23）5111�� �0996（20）5570
　　　　　　 � �0996（22）8115（直通）
　　　　　　��※音声案内後に内線番号を押してください。
閉庁日および時間外��� �0996（23）5115

■編　集
本庁企画政策部広報室（内線632・633）
koho@city.satsumasendai.lg.jp

■各支所など
樋脇支所　　〒895-1292　樋脇町塔之原1173
　　　　　　� �0996（37）3111��� 0996（37）2252
入来支所　　〒895-1492　入来町浦之名33
　　　　　　� �0996（44）3111��� 0996（44）3117
東郷支所　　〒895-1106　東郷町斧渕362
　　　　　　� �0996（42）1111��� 0996（42）0767
祁答院支所　〒895-1595　祁答院町下手67
　　　　　　� �0996（55）1111��� 0996（55）1021
里支所　　　〒896-1192　里町里1922
　　　　　　� �09969（3）2311��� 09969（3）2912
上甑支所　　〒896-1201　上甑町中甑481-1
　　　　　　� �09969（2）0001��� 09969（2）1490
下甑支所　　〒896-1696　下甑町手打819
　　　　　　� �09969（7）0311��� 09969（7）0753
鹿島支所　　〒896-1392　鹿島町藺牟田1457-10
　　　　　　� �09969（4）2211��� 09969（4）2672
消防局　　　〒895-0072　中郷町5031-1
　　　　　　� �0996（22）0119��� 0996（20）3430
水道局　　　〒895-0074　原田町22-10
　　　　　　� �0996（20）8500��� 0996（20）8512
■
　
広報電話

0120（894）256
※�夜間救急当番医や水道サービスセンターの情報
が電話で確認できます。

■新型コロナワクチン接種　コールセンター
�050（3850）0018
※月曜日～土曜日の8：30 ～ 17：30
※日曜日・祝日は休み

やくしょにコール

感謝の思いが溢れます。本紙400号の節目を迎えられ
たのは、日頃から情報やお便りをくださる皆さまの支

えがあってこそ。読者のひろば欄には、小学１年生から80代
の大先輩まで、幅広い世代の生の声を頂きます。「野菜の日特
集、とても楽しく読ませてもらった」「藺牟田池のスポット巡
り、わが家のお気に入りです」「大好きなお姉ちゃんの話」な
どなど。喜びや心温まるお便りが担当者のチカラになります!
　さて、今月の表紙は、創刊号からの懐かしい表紙を取り入
れたデザイン。私の思い出の表紙は、第100号「はんや全国
大会」（右上参照）。演舞シーンを撮影させていただいたので
すが、陽成小学校児童の真剣な表情と心を込めた掛け声に引
き込まれ、シャッターを押しながら自然と涙がホロリ…。
　一生懸命に何かに打ち込むその姿は、人の心を動かし勇気
をくれるものだと感じ入りました。
　紙面を通じて、一つでも多くの感動を伝えられたら。
　皆さまの日常に「広報薩摩川内」をこれからも。　　（冨森）

担当者の声

◎今月の表紙

＜目　次＞

Ｐ２　 令和元年度決算に基づく　本市の財務書類を作成しました
Ｐ６　 「まちづくり出前講座」を活用してみませんか
Ｐ８　 介護保険料と介護保険制度が変わります
Ｐ10　 国民年金保険料の免除・納付猶予制度／
　　　 市職員募集（10月１日付採用）
Ｐ11　 まちの話題
Ｐ12　 キジカケル突撃レポート！
Ｐ14　 企業のチカラ／今月の起業人
Ｐ15　 私のFood記
Ｐ16　 防災トピックス／情報掲示板
Ｐ22　 読者のひろば

問合先／�本庁広報室広聴広報Ｇ（内線 633）

◀︎ Android 版 ◀︎ iOS 版

広報紙アプリ「マチイロ」
　スマートフォンやタブレットで「広報薩摩川内」を読むこと
ができます！ダウンロードしてぜひご利用ください。

    
 ま

ちの
総合情報紙

2008  NO.100

ま

ちの

2008  NO.100

薩摩川内薩摩川内
広報さつませんだい

[主な内容]
P2～3  薩摩川内はんやまつり
P4　　  副市長・教育長が就任

[主な内容]
P2～3  薩摩川内はんやまつり
P4　　  副市長・教育長が就任

1212

1 2017.4.10　広報さつませんだい

4
2017　NO.300

［主な内容］
Ｐ２～Ｐ１８　行政トピックス
　　　　　　　・施政方針の概要
　　　　　　　・定住促進補助制度、子育て・若者世代支援制度
　　　　　　　・住宅に関する各種補助金制度
　　　　　　　・下水道接続に対する助成制度のご案内
　　　　　　　・市職員採用試験(社会人枠)
　　　　　　　・ゴールド集落支援について
　　　　　　　・市民大学公民館講座のご案内
　　　　　　　・公民館自主学級生を募集します
　　　　　　　・特定健診・長寿健診を受診しましょう
　　　　　　　・ストップ！滞納

Ｐ19　　　　　 まちの話題
Ｐ20 ～Ｐ24　読み物のページ
　　　　　　　・図書館
　　　　　　　・健康情報
　　　　　　　・体育協会
　　　　　　　・大綱心で交通安全！
　　　　　　　・とらいあんぐる
Ｐ25 ～Ｐ29　情報掲示板
Ｐ32　　　　　 読者のひろば

100 号 200 号 300 号
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申込・問合先／広告代理店：㈱ホープ　　092（716）1404 広告

6
June.2021
Vol.400

Satsum
asendai C

ity Public R
elations

国
産
竹
10%

の
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

薩摩川内市 薩摩川内市

6
June.2020
vol.376

Sa t sumasenda i  C i t y  Pub l i c  Re l a t i on s

さつませんだい

Sa t sumasenda i  C i t y  Pub l i c  Re l a t i on s

さつませんだい


